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1． はじめに   で認識する視党系であり，主に形態情報の処理に  

関与する視覚系であるとされる．一方PS四Ⅴ克  

とは，対象の空間座標を自己身体を中心とする座  

標系で把握する視覚系であり，リーチングやグラ  

スビングなどの視覚運動協応に密掛二関係する視  

覚克と考えられている．   

最近の研究で，観察者の視点のちがいに上って定  

義された立体線画図形の視覚探索において．ター  

ゲットがLVFに提示される場合に探索非対称性が  

みられることが報告されているP）．この結果は，  

観察者と視覚対象の距離・配置関係に依存する視  

覚属牲（三次元的な見え．見かけの大きさ，遮蔽  

や重なりの関償など）の変化に対Lて，LVFの応  

答性がUVFに比べて高いことを示唆していると  

考えられるT）．   

ところで，陰影情報も，観察者と視覚対象と（光  

源と）の関係によって変化する視覚情報の一つで  

我々の視空間は上下左右および奥行き方向に広  

がりをもっている．Lかし地上性動物である我々は  

左右方向の空間移動に比べ上下方向の空間移動に  

比較的不慣れであり，垂直軸方向に空間の異方性  

を生じやすい，このため，垂直方向に展開する上  

下視野間の視覚情報処理に異なる特怖がみられる  

であろうと考えられる．この点に関して，視野領域  

の上半視野（uppervisual鮎Id：UVF）は身体外字  

間（extr叩eI湖山alspace：ES）に関する視覚処理系  

嘩視覚hrvi6ion：FV）を，下半視野（lowervi＄ual  

丘eld＝LVF）は身体近傍空間（peripersonalspace＝  

PS）に関する視覚処理系（近視覚nearv絨on：NV）  

を優位に行っているとする作業仮説（nblel）が提  

案きれている4）．ここで，ES／FV系とは対象の空  

間座標をその他の対象との相対的な空間位置関係  
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Tab）el FunctionalspecializationoftheLVFand  

UVF（Pr巳Vic，1990）  

Fumction   LVF   UVF   

Dep血   crossd＿   岨nCrDSSed－   

perCeptlOn  di叩甜ities  

（appe孔r弓Cl加計）  

aw町）  

Mbtor   oculomotor   SaC亡adiceye   

O11tp－1t  （p－1r畠uit，Vergen亡e，  

OKⅣ〕三RT尽  

perlperSOnal   e：【tra．perSOmal  

（bodycentered）  

Spatial  皿10reSen5itivモ   

VIS10n  inlow鈷・eq11e皿町   

r孔nge  

Temporal   mt汀e古e皿6itive   

Vl畠1011  inbi苫b丘eq11亡皿亡y   

ra皿ge  

PeTCeption   皿Oreglobal  m亡■relocd  

（e．臥5tereO   （e．g．，Object  

lnOtion）   peT亡eption）   

あると考えられる．ここで．もしLVFが上述のよ  

うな特性を持つのであれば，陰影情報を用いた視  

覚処理である陰影からの形状復元3刺はLVFで  

優位に行われることが予想される．しかしながら，  

陰影からの形状復元の上下半視野間での差異を検  

討した報告はほとんどみられない．そこで卒研究  

では，陰影からの形状復元において上下半視野の  

非対称性がみられるかどうかについて検討する．  

もしⅣFで観察者と視覚対象の距離・配置関係に  

依存Lた視覚属性が優位に処理されるのであれば，  

LVFに提示される陰影パタンの処理はUVFに比  

べて速くなることが予想される．  

Fig・1 0me ofttle Stiml11us di早PlaF＄（A〕and  

examplesofthetar酢t別由（B）uBedinExperiment  

印∴  

Amherst，MA）を使用Lた・   

ターゲットとして，凝視点から視角5，90上方  

もしくは下方の位置に，円形の陰影パタン〔直径  

が視角1．0凸，左上方もしくは右上方に二種類の  

光源を設定し，最小輝度0．79亡d／m2から最高輝度  

36．Ocd／m2に至る16段階のグレースケ鵬ルで構  

成）を灰色の背景上（視角18．20xl乱20）に提示  

Lた（Fig，1〕．また統制刺激として，エッジパタ  

ン（白色領域を左上もしくは右上に配置Lた，半  

円状の白・窯領域から成るステップ状の輝度勾配  

で構成）を同様の方法で捷示した．⊥試行を通し  

て，CRT画面中央に白色の凝視点（“＋け，視角で  

0．占D）を掟示Lた．  

2．実験1   

2．1実験方法   

実験装置虫よび刺激 実験の制御および反応の記  

掛こは，）1－ソナルコンをユータ（Macint。ShCen－  

trk6叫に接続LたAVタキストスコープ固－  

701D；岩通アイセル社製〕を用いた．刺激の作成  

には3Dソフト（ⅠⅣFINI－D；SpecularIntemationaユ†  

手紙蕃 被験者は，頭部をあご由によって固定さ  

れた状態で約57亡m離れたCRT画面を両眼祝し  

た．各試行は被験者のボタン押Lによって開始し  
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た．まず凝視点を1000m5提示L，ついでターゲッ  

トを被験者の反応までの簡捷示した．被験者には，  

陰影バタンの光源方向（エッジパタンでは白色領  

域の位置）を，左上方と右上方とに割り当てられ  

た2つのボタンのどちらかを押すことによって反  

応するように求めた．ターゲットの提示から被験  

者の反応までの時間を計測した．また．ターゲッ  

ト提示の直前80ms間，凝視点が“0”（視角5ロ）  

もLくは“qt■に変化するキャッチ試行を組み込ん  

だ．キャッチ試行では，被験者にタ…ゲットに対す  

る反応に加えて“0”と“Q”のどちらが提示され  

たかを回答するように求めた．被験者には一試行  

を通して凝視点から視線をそらさないように求め  

た．なお．被験者は成人7名であった，  
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Fig，2 Mcansofmedian⊂OrreCt reat：tiu【1tiIrleS  

（inmilliseconds）andpcrcentageofcrrors（inparen－  

th朗eS）for tht！four conditionsin Expcrimcntl．  

The crror ba．rsirLdicatc the positive staIlda．rd er－  

ror oftlle mean．  

実験計画 2〔タmゲットタイプ：陰影17乱エッジ）  

X2〔提示視野：UVFvs．LVF）の2要因の被験者  

内計画．ターゲットタイプはプ白ック化し，3名の  

被験者は陰影パタンを，残りの被験者はエッジパ  

タンのブロックを先に行った．実験は．陰影，エッ  

ジブロックともに，2叩VFvs・LVF）x72（操り  

返L）牛40（キャッチ試行）の計1朗試行を2セッ  

ションに分割Lて寛施した．  

に比べLVFにおいて速くなきれること，この上下  

半視野の非対称性はエッジ情報による形状知覚で  

はみられないことが明らかになった．これは，観察  

者の視点に依存した視覚屈性の知覚にLVFが大き  

く関与・するという先述の予測を支持するものであ  

る．後東野腹外側部（ventrolateraloccipitalregion）  

に損傷のある患者はエッジパタンの視覚探索は困  

経であるが陰影パタンの探索は比較的容易に連行  

できることから，陰影からの形状復元はエッジ検  

出による形状知覚とは異なる神経機構によって実  

現されているとする報告2）があるが，本実験の結  

果はこのような知見とも符合するといえる．   

次にエッジパタンに関Lてであるが，エッジパ  

タンの処理は形態情報に関するものであり，Table  

lに示すようなモデルに従えばUVFで僅位になる  

と思われるが，実験1の結果からはUVFとLVF  

の間に反応時間の差は見られなかった．これは，課  

題が簡単すぎたためにUVF，LVFにおける処理速  

度の遠いが現れなかったものと思われる．  

2．2 実験結果虫よび考察  

各条件ごとの正答反応時間の中央値ならびに誤  

答率を算出Lた（Fig．2ト2（ターゲットタイプ：陰  

影vs・エッジ）X2（捷示視野：UVFvs．LVF）の2  

要因分散分析を行った結果．タ［ゲットタイプX提  

示視野の交互作用に有意差がみられた【ダ（1，6）＝  

19．20，pく．0口5】．単純主動果検定の結果，陰影パ  

タンに対する反応はUVFに比べてLVFで速いが  

（p＜．DO5），エッジパタンではⅤⅤ甘，1VF間に違  

いはみられないことが明らかになった．なお，誤  

答率の分析に関Lてはいかなる条件問にも有意差  

はみられなかった．   

実験1の結果から，陰影からの形状復元がUVF  
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3．実験2  

視覚系は陰影からの形状復元を行う際に，単一  

光源を仮定して陰影情報の検出を行っていると考  

えられている8）．そこで実験2では，単一・一光蹄の  

仮定が成立Lない状況において，実験1でみられ  

た陰影からの形状復元におけるLVFの優位性が生  

ずるか否かを検討する．   

ターゲットの周囲にノイズ（フランカー〕刺激を  

配置するl〕ことで2種類の光源方向を設定した．  

この状況では観察者は光源方向を特定できないた  

め．陰影パタンの知覚が困難になると考えられる  

ことから．LVFの懐位性がみられなくなることが  

予想される．  

3．1 冥騒方法  

実験1で用いたターゲットの左右に2つずつ  

ノイズ刺激を配置して被験者に提示した（中心間  

の距離は視角1－60）・提示刺激の一例をFig．3に  

示す．ターゲットは5つの利敵配列中の中央のパ  

タンとし，周囲のノイズ刺激の半数はターゲット  

と同一の光輝方向とLた．利敵配列は同一一方向の  

刺激パタンが3つ連続Lて並ばないようにLた．  

その他の条件は実験1と同様とした，なお．被験  

者艶は成人7名であった．  

Fig・3 0neofthe stimulusdisplays（A）and  

examplesofthetargetsets（B）usedinExperiment  
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3．2 実験結果虫よび考察  

実験1と同様の腑析を行った結果（Fig．妬ター  

ゲットタイプX捏示視野の交互作用に有意差がみ  

られた【F（1，6）＝与9・20，p＜，0005ト単純主軸果検  

定の精巣ナ陰影パタンに対する反応はLVFに比べ  

てUVFで速いことが明らかになった（pく．00叶  

エッジパタンではロVF，m間に違いはみられ  

なかった．なお，誤答率の分析に関Lてはいかな  

る条件間にも有意差はみられなかった．   

束験1とは対席的にUVFにおいてターゲット  

の知覚が促進されたことは，ノイズ利敵により陰  

UVF LVF  UVF LVF  

Shading  Ed旦亡   

Fig．4 Meansofmediancorrect reactiontimes  

〔inmilliseconds）andper亡enta・geOferror古（inparen占  

thes朗〕hr the four conditiom呂in Experimcnt2・  

TheermrbarsindicatethepositivestandaJder－  

ror ofthemeam．  

影からの形状復元における単一光源の仮定がくず  

れたために，被験者がターゲットを陰影情報に基  
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れるかどうかについて検討Lていく予定である．  づいて知覚することが掴鈍となり，右■「がりや左  

下がりといった形態情報とLてこれを知覚したこ  

とによるものと思われる．  

一方，エッジパタンではUVFとnJFの問に明  

確な反応の違いはみられなかった．これも実験1  

と同様に，課題の難易度がⅤVFと肌rFでの処理  

速度の遠いが現れるほど高くはなかったことが原  

因であると推察される，  
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4． おわりに   

本研究では，陰影からの形状復元におけるL下  

半視野聞の非対称性につVlて検討Lた．その結果，  

単一刺激では陰影からの形状復元はぃJFにおいて  

優位に処理されることが示された．これは，観察  

者と視覚対象の距耗■配置関係に依存する視覚鶴  

性の変化に対LてLVFの応答性が高いことを示唆  

Lている．また，複数刺激では逆にUVFで優位  

に処理されることが示された，この場合は，ノイ  

ズ刺激によって単一光源の仮定が不成立となるた  

め，視覚処理の際にターゲットを陰影情報とLて  

処理することができず，形態情報とLて処理きれ  

ているのではないかと考えられる，エッジ情報に  

関Lては両者とも有意な差はみられなかった．   

今回行った実験では，キャッチ試行におけるミ  

スは非常に少なかったことから，眼球連動による  

影軌ま小さかったものと思われる．しかしながら，  

被験者はあご自によって頭部を固定されてはしlた  

ものの．額面は固定されていなかったため，画面  

を凝視する際の仰角の変動による影響を排除する  

ことは困難であった．そこで次の実験では，ター  

ゲットパタンを瞬間提示することで眼球運動の影  

響をできるだけ抑制し，今回みられたような陰影  

からの形状復元における上下半視野の非対称性が  

みられるかどうかについて検討する．また．エッ  

ジ情報の処理に関しても，さらに難易度の高い課  

題を設定しUVFとⅠ〃Fとの聞に非対称性が見ら  
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